
2021 年 12 月 18 日関西フォーラムアンケート結果 

１．森先生の前半のお話しの感想や、特に印象に残ったことについてご記入ください。 

・コフォートの難しさを改めて感じた。 

仮説が無いと検証できないが、検証に⾧時間必要だと、仮説の設定自身難しいなあと。 

・WHO の検証における「健康」の定義について 

・０次予防と、インフラ維持管理の予防保全対策の流れのアナロジー。 

・WHO の健康の定義がかなりハイレベルだったこと、予防は環境まで考えるようになっていること 

・WHO の健康の定義の社会的な満足とは何？ 

・サスティナビリティの考えと公衆衛生 

・森鴎外の意志を継いで活動されておられる先生の姿が印象的でした。 

・未来世代の為の環境健康科学が大切 というのが印象に残っています 

・森鴎外から令和のコロナの時代に至る疫学の共通点と、グローバル化した社会環境の複雑さ 

・情報量が非常に多かったが、最低限押さえておくべきことは丁寧にかつ繰り返し触れていただいたので

要点がわかりやすかった。先生の熱意も感じられました。 

・WHO 健康の定義の社会性についてグループワーク通じて理解を深めることができました。 

また、健康＝内因ｘ外因ｘ行動の 3 要素は、製造業の製品の品質・性能にも通じる要素と理解しまし

た。一般的な話から、予防医学、環境疫学、コホート研究についてわかりやすく説明していただき理解

が深まりました。規模の大きな、⾧期間にわたる疫学調査の意義や、住環境中の化学物質削減の取り組

みが理解できました。 

・公衆衛生、疫学についてあまり考えたことがなかったので、こういう分野、研究領域があることを知る

ことができて勉強になった。 

・健康の定義 肉体的、精神的、社会的にすべて満たされた状態や健康の方程式。最初にインディアンの

7 世代先のお話をされた理由が、最後に納得できました。 

・疫学や公衆衛生に関する知識を理解することが出来て参考になりました。 

・サステナブルと健康のお話は、企業人にとっても大変有益でした。 

・ゼロ次予防は、1 次以降とは異なり広い範囲をカバーする必要があると感じました。医学的な見地だけ

ではなく、経済や社会の仕組み、健康管理に対する施策など、総合的にアプローチする必要があると思

います。企業や自治体を巻き込んだ活動が展開できると、よりよい結果につながると思います。 

・内容もさることながら、こうゆう研究の結果というものは、正しく大衆に伝えられているのか？ 

といったことを疑問に思いながら聞いていました。 

・100 年後の未来世代の健康をターゲットにし研究を行っていること。その原点は 100 年前の森鴎外の公

衆衛生を提言していたこと" 

・「予防にまさる治療なし」という言葉が非常に印象的でした。「環境疫学」という概念を認識しようとす

る良いきっかけとなりました。 

・日本は明治の文明開化の時期に公衆衛生の改善に力を入れ、疫病の罹患者が大きく減ったこと。0 次の

医療が大事だという考え方は、日本人が古くから持っていた自然や公衆を大事にする（三方よし）の考

え方にも通じて降り、受け入れやすかったのではと思いました。 

・森鴎外の話が多いな。。ｗ 

・公衆衛生と医学など、あまり知らない事だったので勉強になりまた。 

・鴎外のひ孫だったこと、旭川の第七師団で腸チフス予防なんかやっていたこと。 



2．森先生の後半のお話しの感想や、特に印象に残ったことについてご記入ください。 

・健康への社会的、文化的要因も大きい様に思うが、どう調査・研究するのか、更に難しいなあと思った。 

・コホート研究について 

・壮大な規模の子フォート研究をされていること 

・膨大な子フォート調査でエビデンスを集められていること、精神にまで影響がありそうなこと 

・ケミレスの研究で天然のものにも気を遣うこともびっくりしましたが、家具が置けないとは、どのくら

い化学物質にさらされているか知らされた。 

・この世界のタイムスパンの⾧さ、どうにかできないものかというのが感想です。電気や機械の世界での、

1 設計→2 シミュレーションで検証→3 試作して実物で検証、と同様にするならば、ある程度の集団を

モデリングしてシミュレーションして検証(2 に相当)するとプロセスが加速できるのではないかと。も

ちろん、コンピューティングパワーでごり押し。つい最近までは非現実的だったけれど。 

・ケミレスタウンの試み 

・ケミレスタウン・プロジェクトやコホート研究など、予防医学のデータ収集を積極的に取得してい 

らっしゃることを知ることができたのは、よかったと思います。適時に発信される報告に注目してゆき

たいと思います。 

・ヒト対象のチョキ間の出生コホート調査研究で、⾧期間にわたっての追跡調査がされていることがとて

も印象的です。 

・地域間格差や「親ガチャ」に代表される格差が、子どもの発達、将来の社会への影響が心配 

調査面、および社会実装の取り組みをさらに深掘りしていただき、知的面で非常に有意義でした！QA

では回答が簡潔かつ的を得ており非常に良かったです。 

・継続調査の価値と困難さが理解できました。20 年以降の調査継続で、さらに有効な成果が得られるこ

とを期待いたします。 

・森鴎外が、予防医学、公衆衛生に多大な貢献をしていたこと、小説を書くために留学していたのではな

いこと、文学作品はその副産物だったこと。日本が国際的な取り組みとしてコホート研究をリードしつ

つあること。 

・天然物質でも有害性がある。また、私たちの周囲には意外なモノにも化学物質が非常に多く存在してい

る。 

・つい答えや結果を急いでしまいますが、データ基盤をつくりながら継続的に社会を保全していくような

取り組みをされている。世代継承の基盤づくりと理解しました。 

・予防疫学の活動、ケミレスタウンの具体的な活動等を説明してもらい、⾧期的な活動を忍耐強く世間に

も適切に PR しながら継続していくことの大切さが印象的でした。 

・日本の中でも千葉大が先進的な取組をしていることがよくわかりました。コホート調査やケミレスハウ

スのような取り組みの結果が、特定の企業だけではなく業界や社会全体で広く活用されるような仕組

みづくりも大切だと思いました。 

・こんなに大人数による調査が実際に行われていることが、知らなかったので驚きでした。 

・化学物質が世代間を越え、影響を及ぼすこと。コホート調査のような大規模調査があることを初めて知

りました 

・コホート研究は本当に素晴らしいトライアルだと思いました。 

・ケミカルの影響をなくすのではなく、ケミカルの影響を強く受けすぎないようにバランスを取ル事が重

要ということ。成田山のチャットの回答（虫に対して毒性を示す天然の木材／植物は人間にとっても良



くない）もなるほどと思いました。 

・エコチルはやっぱりすごいですよね。 

・森鴎外がひいお爺ちゃんなんてすごい関係だなと思いました。千葉大学での取り組みも理解できて良か

ったです。 

・妊娠からの成⾧までの追跡調査。研究成果の Topic だけでも紹介して欲しかった。 

 

３．班分けやグループ議論についての感想、特に印象に残ったことについてご記入ください。 

・何を議論するのか、少し戸惑ったが、和やかに議論できて良かった。 

・社会的健康についての議論が面白かったです。 

・タンパク質にも質があること（進藤さん、ありがとうございました） 

・同業の方が多いせいか波⾧が近く話しやすかった 

・テーマがなく、話せたのはよかった。 

・これは良かった。意図的な分け方も良かったんじゃないでしょうか。議論がかみ合いやすいので。 

・シックハウスが日本になぜ多いのか 

・化学グループで議論しました。様々な視点からの発言があり、たくさんの気付きをいただきました。あ

りがとうございました。 

・産業別のグループ討議というのが、業界の個性があって面白いです 

・工場の経験からくる「環境物質、化学物質、未知の物質」の体内蓄積と、突然の顕在化 

・班のカラーが出て面白い。普段は埋もれる視点が強調された気がします。 

・ものの価値の主体者は本人と再認識しました。 

・今回のような業界別のグループ分けもテーマによってはよいともいました。書くグループで違った観点

が見られました。 

・昔は自然淘汰されていたものが医療や技術進歩で生き残るようになりより多様な感受性への対応が必

要になってきている。この分野は今後ますますフィールドや必要性が広がっていくと感じた。 

・グループごとの特徴が出ていて、各グループの発表も参考になりました。 

・4ʷ5 人程度での議論で、1 回の時間が⾧かったので、じっくり議論出来て良かったです。 

・関心事が異なるので、聞き方も収穫ポイントも異なります。様々な角度からの疑問、意見、発想が生ま

れてきて、大変有意義でした。 

・コホートによる疫学調査は結果が出るのに数十年、環境の変化による影響も考えると、場合によっては

100 年単位でかかるかもしれない、との議論が興味深かった。 

・林業とも通じる話、というのも。 

・このような調査ができるのは先進国の「健康な社会」のみ、との話題。 

・当初、講師への提言をしようというお題を頂きましたが、参加者から『提言は難しい』というコメント

があり、感想や雑談から話を広げました。 

・同じ物質・環境に晒されても全員が同じ症状を呈するわけではない（＝感受性の相違）中で、真の原因

というか影響の大きなものを特定して、健康的で幸福度の高い世界を築くことに繋げる活動は重要だ

と感じた。 

・今回のような似た専門グループで分けるのも偶には良いと思いました。業界の中の問題などは共感で

き、議論を膨らませることができますので。 

・期待したより業界ネタが出なかったです。 



・割と本音で話ができるのでよいと思いました。 

・化学分野の人達で構成された班で、専門分野ではなかったが、先生の講演をキチンと理解できていた。

先生の講演が良かったということだと思う。しかし、所属した班で他の人も言っていたことだが、研究

結果についてもっと聞きたかった。 

 

４．チャットでのやり取り、ホワイトボードといった新しい試みを行いましたが、良かった点、悪かった

点についてご意見をお聞かせください。 

1）全体 

・zoom での議論を共有しながら進められたのが良かった。 

・最初は戸惑いましたが、皆さん慣れてくれば問題なしです。 

・PC で入っている方とタブレットやスマホで入っている方の参加格差が生じそうな点以外はよかったか、

と思います。 

・良かったです。社内でも使うのですが案内も丁寧でスムーズでした。 

 

2）ホワイトボード＆チャット 

・ホワイトボードは実際使うと使いやすい。 

・私が参加したグループは、ホワイトボードに代表が記入していました。 

・ホワイトボードは便利ですね。 

・zoom のホワイトボードは初めて使いましたが、google や miro や microsoft より使いにくいなあとは思

いました。まあ、慣れの問題かもしれないです。あと、事前に zoom アプリのバージョンを上げておく

ように案内しておくといいかも。 

・すぐに慣れました。便利ですね。 

・出てきた発言をその都度共有し、話し合いながら出てきた内容を確認できたため、発言が深まったと思

います。 

・チャットやホワイトボードを使えるのはオンラインならではで、新しい取組みを取り入れられているの

は良いと思います。 

・ホワイトボードでの討議は、リアルタイムでの模造紙的で面白かったです 

・不慣れでしたけど、面白い。 予習してから再チャレンジ。 

・慣れれば、もっと有効に活用できると思います。 

・ホワイトボードの取り組みはよかったです。一方、Zoom には練習なしでも使えるようにしてもらえた

らとも思いました。 

・ホワイドボードはリアルタイムで共有できるのでとても良かった。講義を聞きながらのチャットは不慣

れもありなかなか難しい。 

・発言の痕跡を視覚的に残せてよかったです。 

・chat の活用はいいと思います、もっともっと活用したいですね。(自分も含めて）⾧くて読めないので、

短くすっきり発信したいですね、ツイッターのように。 

・意見の記録が簡単にできて良かった。 

・話を聞きながら、チャットへの書き込み、読むのは、意識散漫になってしまいました。 

・チャットをしてると講演の話が聞けなくなるところが出るので、今回の様に資料の事前の共有はありが

たいと思いました。また、ホワイトボードは良かったです。 



・いい経験になりました。こういう新しい体験も未来塾フォーラムでこれからもしたいですね。 

・使い方に気を取られてしまい、話についていくのにやっとだった。 

 

3）Ｑ＆A について 

・QA をチャットから集約した内容で効率的に進められたかと思います。QA 担当者のカラーも出るとこ

ろがとてもよく、その人選の重要性を感じました。ホワイトボードも同時書き込みできてよかったで

す！これも班のカラーが出て興味深いです。もっと個人の意見を雑多に書き込むとよいかと思います。 

・質問を事前にチャットで集めて質疑をやったので、時間管理がうまくできたと思います。ホワイトボー

ドはグループ議論及び成果発表ともに効率的だったと思います。 

・質問整理係でもあったので、チャットの方に気が取られて、先生の話に集中できなかった。最近の学生

は、on line 授業が当たり前なので、耳（音声）と目（チャット）を同時に処理できるらしい。私もその

境地にたどり着きたい。 

 

5．今回のオンライン開催フォーラムのテーマ設定、構成・運営に関して、良かった点、悪かった点につ

いてご意見をお聞かせください。 

1）良かった点 

1-1）テーマ関係 

・身近な健康に関することなのに、知らない分野の話が聞けて良かった。 

・今までにない新鮮なテーマでした 

・テーマが全くの専門外だというのもありますが、今回は全般に良かったと思います。 

・時宜にあったテーマで良かったです。 

・医薬系のテーマということで、身近でありながら大切なテーマででとても興味深かったです 

・医療や環境分野で非常に新しい引き出しが増えました。また、ネタの共有化が楽しみ。 

・ちょっと遠い分野の話題でしたが業界ごとのチーム分けはそれぞれの視点で議論がしやすく良かった

と思います。 

・コロナがいったん収まりつつ再燃の可能性が出てきたのこのタイミングで、森先生のお話やメンバーで

のディスカッションができたのは、大変有意義でした。 

・事前の資料の配布は、理解するには役に立った。 

・これまでと異なる分野でのテーマ設定でしたが、非常に判りやすく、タイムキープもきっちりされてい

てテキパキしたフォーラムでした。先生の回答も素晴らしかったです。 

・事前に資料を送ってもらっていたが、自分の準備ができていなかったが、わかりやすく良かったと思い

ます。 

・とても良かったと思います。 

・良かったと思う。 

 

1-2）運営面 

・予定時間に正確だった 

・前半、後半に分けて質問の時間を取ったのは良かったです。 

・時間割など無理なく構成されておりストレスなく参加できた 

・運営がスムーズだった 



・進行が時間通りで素晴らしいです！幹事様、特に成田さんお疲れ様でした！ 

・クループワークの時間がたっぷりあり、議論が深める良さがありました。 

・何度も厳密な打ち合わせをしたおかげで、有意義なフォーラムになったと思います。素晴らしい講師を

見つけて下さり、しっかり準備して下さった成田さんに感謝いたします。 

・良かったっと思います。オンラインのフォーラムの進め方は少しづつ良くなっていると思います。全般

としては、盛り上がるようなシーンを作れたらと思いました。 

 

2）悪かった点 

2-1）テーマ関係 

・先生の話が、もう少し「分かってきたこと」になっていると良かったかと思った。 

・全体的に少し淡白な印象も・・ 

・開催案内では、オランダ飢饉下の妊婦へのコホートで、子供に低体重・生活習慣病・ダウン症が現れた

話が紹介されていたので、その話が聞けるものと期待したが、まったく触れられなかったので残念でし

た。講師の先生とのディスカッション時間がもっと欲しかったです。 

 

2-2）運営面 

・存じ上げない方？も結構おられて、旧来の方、新しめの方紹介する時間があると良かった。 

・チャットの質問については、事後でも良いので森先生のコメントをもらえると良いかと思います。阿部

理事⾧のコメントの後に森先生からのコメントももらえればよかったと思います。 

・幹事会でご提案がありました先生への提言というお題は、難しいと思いました。幾つかのチームがされ

ていたように今回のように感想から広げるくらいの設定でもよかったのではないかと思いました 

 

6．今後のフォーラムで議論したいテーマや、話しを聴いてみたい講師などについて、ご意見をお聞かせ

ください。 

・サーキュラーエコノミーについて、良い講師がおられたらぜひ。 

・Well-being についてもう少し議論しても面白いと思います。 

・グローバル人材について 

・ブレインテック、ニューロテックについて興味がありますが行使についてはあてがありません 

・今回の森先生の話の中に出ていた近藤先生はいかがでしょうか？ 

・日本の将来、このまま凋落する／復活する？そのためにはどうすれば 

・社会問題を取り上げて、活動している方々の話を聞いてみたいと思います。 

・電池であれば 学内で声をかけますけど。 

・美術やエンターテイメントなど、文科系ビジネス系に興味あります 

・ゼロカーボン、電動化に関すること 

・夏の林業の話に引き続いて、未来塾メンバーの専門分野とは異なる領域のテーマ設定は大変刺激的だと

思います。１次産業、情報系。ご紹介にあった近藤先生、など。 

・考古学、動物行動学。あまり強い根拠はありません。未来塾でやったことなかったように思うので。 

・環境に関連しますが、蓄電池や太陽光パネルなどの技術開発をリサイクルの点も含めてお話していただ

ける先生の話を聞きたく思います。 

・医学系の話は皆さんとっつきにくい感じなんでしょうか？もっと身近に感じて欲しいです。 



・コロナ禍でスマートフォンによる個人の追跡が行われたりするように、やろうと思えば、国家は、個人

の情報を大量に取得できるようになりました。大量の個人情報を AI 等で解析すれば、人間が見つける

ことが出来なかった新しい発見があるかもしれません。一方で、疫学等の調査研究による公益とプライ

バシーの問題をどう捉えるかについて、専門家の話を聞いてみたいです。 


